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轄権については、クメール・ルージュ政権の上級指導者（senior leaders of 
Democratic Kampuchea）と、特別法廷の管轄する犯罪について最も責任を
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カンボジア特別法廷の現状と課題
に携わり、締約国会議において発言権を有する地位にある国家の政府側にある
人物こそが国際刑事裁判所において責任を追及される可能性が高く、そのよう
な正義の要請も強いと考えられる。
３．結論
特別法廷の設立法が国内法であることは民主的正統性を非常に高める。そし
て、カンボジア国内刑事司法内に位置づけられる混合法廷は実質的正統性を高
める。換言すれば、カンボジア特別法廷のような混合法廷は紛争後の国内社会
からの法廷への支持及び評価を高くする。同時に、国際社会からも紛争後の地
域の要望に応じた活動を行っていると好評価が得られる可能性が高い。反面、
財源が安定せず、運営がおぼつかないといった脆弱性を露呈し、法規範の適
用・執行面での安定性を要する司法にとって致命的ともいえる根本問題を抱え
ることに加え、政治的圧力が払しょくできず手続的正統性に不安定な要素を残
す。
とはいえ、2010年７月には、特別法廷は第１事件（Case 001）に係る強制
収容所長であった被告人に対して禁固35年の一審判決を出し、2012年２月３
日にはこの事件の上訴について最高裁判部の判決が下され、その与えられた役
割を確かに果たそうとしている。そして、第２事件についても2011年中に公判
が開始し、当初予想された３年以内の全刑事手続終了という予測からは大きく
逸れたものの、特別法廷の運営が一歩一歩前進していることに疑いはない。特
別法廷が混合法廷としての性質を有する以上、国際社会が特別法廷の独立性を
尊重しながらも、その正統性について強い関心を持ち、正義の実現のために傾
注し続けることが肝要である。
　筆者が現地調査中に接した特別法廷の国際職員には、混合法廷が未来の国際
刑事司法のモデルであると高く評価する向きが多かった。しかし、混合法廷は
実行において、国連の介入の度合いが遠慮がちとなり、国際的無責任を招くよ
うにも思える。混合法廷の公平性と独立性の確保のために、国際社会は必要に
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応じて国際的な介入を積極的に行わないと、混合法廷の正統性を低める結果に
なるのではないか。特にドナー国家は特別法廷の独立性を尊重しながら、その
公平な運営に強い関心を注ぐ必要がある。
加えて、特別法廷に対する国内的無関心も避けなくてはならない。現地調査
を通じ、カンボジアの都心部に住む若い世代は今や経済成長に目を向けてお
り、特別法廷に対する関心が希薄なように感じた。全ての国民が熱心に特別法
廷の動向に注視するということは、とりわけ農村部において情報伝達手段が少
ないことを考慮すると現実的に困難なことであろう。また、カンボジア政府は、
国民が特別法廷に過度な関心を寄せることを嫌い、あまり積極的な広報をしな
いという現状もあるようだ。このような中で、カンボジア特別法廷の広報部の
広報活動が活発であることは実質的正統性確保の点からも非常に重要なことで
あるように思われる。
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